


この操作マニュアルは、Z-BFMで利用できる経営指標の作成を支援する「経営指標管理支援プログラム」の概要と操作手順などを紹介しています。
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図 1　操作の基本的な流れ
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　限られた経営資源を有効に活用し、より良い経営成果の達成を目指す

には、合理的な営農計画を策定し、その計画に基づいた営農を実践して

いくことが必要です。合理的な営農計画の策定は、煩雑で専門的な知識

も必要となりますが、その策定を支援するシステムとして営農計画策定

支援システム Z-BFMが開発されています。

　Z-BFMを用いて営農計画を策定するには、作物ごとの経営指標（単収、

単価、変動費、旬別労働時間など）が必要となります。Z-BFMも経営指

標を少なからず備えていますが、実行性のある営農計画を策定するには、

できる限り対象となる営農実態に即した経営指標を用いることが肝要と

なります。しかし、営農実態に即した関連データから経営指標を作成す

る作業も煩雑で容易ではなく、特に旬別労働時間の作成では、作業工程

の一部を変更するだけでも、関連データに戻って再度、経営指標を作成

する必要があります。

　そこで、営農実態に即した関連データから経営指標を作成することや、

関連データの修正を経営指標へ反映させることが簡易にできるようにす

るために、経営指標の作成・修正を支援するプログラムを開発しました。

本プログラムでは、営農実態に即した関連データの入力や修正を行って

おくだけで、必要に応じた経営指標の作成を、適宜、行うことができます。

１．経営指標管理支援プログラムの概要
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① Excelアドインファイル「BFD.xlam」（図 2）をダブルクリックします。

図 2　起動ファイル

② Excelが起動し、画面中央にスタート画面（図 3）が表示されます。

③「関連データの作成」をクリックします。

図 3　スタート画面

④「関連データの作成」のメニュー画面（図 4）が表示されます。

⑤「新規データの入力」をクリックします。

図 4　「関連データの作成」のメニュー画面

⑥入力シート（属性 _収入関連データ）が表示されます。

プログラムを起動して、データを入力するシートを表示するまでの
操作です。

２．経営指標の関連データの作成方法

3
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（1） 属性 /収入関連データ
①新規に「属性 /収入関連データ」を入力するシート（図 5）を表示しま

す。

②各項目の設定セルにデータを入力します。各項目の概要は表 1も参

考にして下さい。

図 5　「属性 /収入関連データ」の入力シート画面

表 1　「属性 /収入関連データ」の設定項目

2）関連データの新規入力

経営指標に関連するデータを入力する操作です。「関連データの設定」の
メニュー（前掲図 4）
で「新規データの入力」
をクリックした場合は、
「属性 /収入関連デー
タ」の入力シートが最
初に表示されます。

1

1
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③黄色のセルは、自動設定されます（図 6）。

図 6　「収入 /関連データ」の入力後の画面

（2） 変動費関連データ
①新規に「変動費関連データ」を入力するシート（図 7）を表示します。

②各項目の設定セルにデータを入力します。各項目の概要は表 2と表

3も参考にして下さい。なお、最大で 50個までの登録が可能です。

図 7　「変動費関連データ」の入力シート画面

表 2　「変動費関連データ」の設定項目

2

3

入力データの保存方法
は、P.11の「3）入力デー
タの保存」を参照して
下さい。

入力シートの表示方法
は、P.14の「4）各関連
データの入力シートへ
の移動」を参照して下
さい。

2

3
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表 3　「変動費関連データ」の集計費目の概要

③黄色のセルは、自動設定されます（図 8）。入力時は、自動計算され

る 10a当たり費用（＝数量×単価÷単位面積× 10）も参考にして下

さい。

図 8　「変動費関連データ」の入力後の画面

（3） 農作業関連データ
①新規に「農作業関連データ」を入力するシート（図 9）を表示します。

②各項目の設定セルにデータを入力します。各項目の概要は表 4も参

考にして下さい。

図 9　「農作業関連データ」の入力シート画面

入力データの保存方法
は、P.11の「3）入力デー
タの保存」を参照して
下さい。

入力シートの表示方法
は、P.14の「4）各関連
データの入力シートへ
の移動」を参照して下
さい。

「総作業時間 _時間」の
入力用に、「簡易計算」
機能を装備しています。
使用方法は、P.9以降の
「（4）簡易計算による
総作業時間の入力方法」
を参照して下さい。

4

5

6

4
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5
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表 4　「農作業関連データ」の設定項目

③黄色のセルは、自動設定されます（図 10）。入力時は、自動計算さ

れる 10a当たり作業時間（＝（総作業時間 _時間＋（総作業時間 _分

÷ 60））÷作業面積×10）も参考にして下さい。

図 10　「農作業関連データ」の入力後の画面

（4） 簡易計算による総作業時間の入力方法
①「農作業関連データ」の入力シート上（図 11）の「作業時間の簡易計

算機の表示」のチェックボックスをクリックし、チェック（✓）を付

けます。

②「総作業時間 _時間（D列）」のセルを選択すると、「作業時間の簡易

計算」フォームが表示されます。

図 11　簡易計算機の利用時の画面

③「作業時間の簡易計算」フォーム（図 12）で、「作業日数」、「1日当た

り作業人数」、「1日当たり労働時間 _時間」、「1日当たり労働時間

_分」等を入力します。なお、入力していな項目は 0と見なされます。

1

入力データの保存方法
は、P.11の「3）入力デー
タの保存」を参照して
下さい。

7

7
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④「設定」をクリックします。

図 12　作業時間の簡易計算機

⑤「農作業関連データ」の入力シート（図 13）で選択中のセルに計算結

果が入力されます。

図 13　「作業時間の簡易計算」の「設定」クリック後の画面

⑥「作業時間の簡易計算」フォーム（前掲図 12）の「計算」をクリックす

ると、「作業時間」に計算結果が表示されるので、設定前に計算結果

を確認できます。

4
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（1） すべての関連データを入力後に保存する場合

入力した関連データを保存するための操作です。
以下の手順は、「関連 /収入関連データ」の入力シートの例ですが、「変
動費関連データ」と「農作業関連データ」の入力シートからでも同
様の操作が可能です。

①入力シート上（図 14）の「保存」をクリックします。

図 14　「属性 /収入関連データ」の入力シート画面

②データ保存処理の実行を問い合わせるメッセージボックス（図 15）

が表示されます。

③「はい」をクリックします。

図 15　保存確認のメッセージボックス

3）入力データの保存

1

3
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④保存先を指定するダイアログボックス（図 16）が表示されます。

⑤データを保存する任意のフォルダを選択した上で、ファイル名を任

意に入力します。

⑥「保存」をクリックします。なお、ファイル形式は「*.xml」です。

図 16　保存ファイルを指定するダイアログボックス画面

6

⑦保存完了のメッセージボックスが表示されるので、「OK」をクリッ

クすると、入力シートに戻ります。

⑧入力データに問題がある場合は、保存先を指定するダイアログボッ

クス（前掲図 16）が表示されない代わりに、入力エラーのメッセー

ジボックスが表示されるので、「OK」をクリックすると、入力シー

トに戻ります。

⑨問題がある入力データは、水色のセルで表示され

るため（図 17）、それを適切なデータに修正して

ください。

図 17　入力データに問題がある場合の表示例

8

入力シートを閉じる場
合は、P.13の「（3）入力
シートを閉じる場合」を
参照して下さい。

8
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⑩修正後、再度、①から保存作業を実施してください。

（2） 入力シートを閉じる場合

各関連データの入力シートを閉じるための操作です。以下の手順は、
「関連 /収入関連データ」の入力シートの例ですが、「変動費関連デー
タ」と「農作業関連データ」の入力シートからでも同様の操作が可能
です。

①いずれかの入力シート上（図 18）の「閉じる」をクリックします。

図 18　「属性 /収入関連データ」の入力シート画面（上部）

②画面を閉じる処理を問い合わせるメッセージボックス（図 19）が表

示されます。

③「はい」をクリックすると、表示中の入力シートが閉じられて、「関

連データの設定」のメニュー画面が再表示されます。

図 19　閉じる確認のメッセージボックス

3

④「はい」をクリックすると各シートに入力したデータはリセットさ

れるため、入力データを保存したい場合は、閉じる前に必ず保存処

理を行って下さい。

1

入力データの保存方法
は、P.11の「3）入力デー
タの保存」を参照して
下さい。

99
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4）各関連データの入力シートへの移動

各関連データの入力シート間を移動するための操作です。

以下の手順は、「関連 /収入関連データ」の入力シートの例ですが、「変

動費関連データ」と「農作業関連データ」の入力シートでも同様の操

作です。

①「属性 /収入関連データ」の入力シート上（図 20）で、「「変動費」（も

しくは「農作業」）のボタンをクリックします。

図 20　「属性 /収入関連データ」の入力シート画面（上部）

1

②「変動費関連データ」（もしくは「農作業関連データ」）の入力シート

が表示されます。

③各ボタンと表示シートの関係は以下のとおりです。

 「属性 /収入」；「属性 /収入関連データ」の入力シートを表示します。

 「変動費」；「変動費関連データ」の入力シートを表示します。

 「農作業」；「農作業関連データ」の入力シートを表示します。
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保存した関連データを用いて、経営指標を手動で作成する操作です。

①スタート画面（図 21）から「経営指標の操作」をクリックします。

図 21　スタート画面

1

②「経営指標の操作」のメニュー画面（図 22）が表示されます。

③「関連データから作成」をクリックします。

図 22　「経営指標の操作」のメニュー画面

3

1）経営指標の作成手順

３．経営指標の作成方法
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④「経営指標の作成」の画面（図 23）が表示されます。

⑤「XMLファイルを開く」をクリックします。

図 23　「経営指標の作成」の画面

5

⑥開く XMLファイルを指定するダイアログボックス（図 24）が表示

されます。

⑦開くXMLファイルを任意に選択した上で、「開く」をクリックします。

図 24　開く xml ファイル選択するダイアログボックス

7
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⑧「経営指標の作成」の画面に、開いた XMLファイルに保存されて

いる関連データの属性が一覧表示されます（図 25）。

⑨作成したい関連データの属性をすべて選択（クリック）します。

⑩「経営指標の作成」をクリックします。

図 25　関連データの属性を表示した「経営指標の作成」の画面

10

⑪作成した経営指標を確認するシート（後掲図 26）が表示されます。

10

選択を解除する場合は、
もう一度、クリックし
て下さい。

10
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2）作成した経営指標の保存

作成した経営指標を保存する操作です。

①作成された経営指標シート（図 26）を確認の上、「保存」をクリック

します。

図 26　作成した経営指標の確認シート画面

1

②保存先を指定するためのダイアログボックス（図27）が表示されます。

③データを保存する任意のフォルダを選択した上で、ファイル名を任

意に入力します。

④「保存」をクリックします。なお、ファイル形式は Z-BFMで利用で

きる「*.bfm」です。

図 27　bfmファイル保存のダイアログボックス画面

4

⑤ 保存完了のメッセージボックスが表示されるので、「OK」をクリッ

クしてください。

⑥ 元に戻るには、経営指標シート（前掲図 26）の「閉じる」をクリッ

クします。
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3）関連データと経営指標の関連性

関連データから経営指標を作成するための計算式です。

 ①地 域＝地域〈属性 /収入〉

 ②作 目＝作目〈属性 /収入〉

 ③作 型＝作型〈属性 /収入〉

 ④調査規模＝調査規模〈属性 /収入〉

 ⑤品 種＝品種〈属性 /収入〉

 ⑥単位収量＝単位収量〈属性 /収入〉

 ⑦単 価＝販売単価〈属性 /収入〉

 ⑧粗 収 入＝（⑦単価＋助成金〈生産量基準〉〈属性 /収入〉）×⑥単位収量

＋⑪その他の収入

 ⑨種 苗 費＝以下の細目別の計算結果に基づいて集計費目が種苗費

の属する細目を集計

  数量〈変動費〉×単価〈変動費〉÷単位面積〈変動費〉×10

  肥料費～その他の費用は種苗費と同じ処理

 ⑩変 動 費＝⑨種苗費からその他費用までの合計

 ⑪その他の収入＝副産物収入〈属性 /収入〉＋助成金〈面積基準〉〈属性 /収入〉

 ⑫労働時間＝以下の作業名別の計算結果に基づいて旬別に集計

  （作業時間÷作業面積〈農作業〉× 10）÷旬数

   作業時間＝作業時間（時間）〈農作業〉

    ＋（作業時間（分）〈農作業〉÷ 60）

   旬数＝終了月旬番号－開始月旬番号＋ 1

  ただし開始月旬番号＞終了月旬番号の時は、

   36－終了月旬番号＋開始月旬番号＋ 1

  月旬番号は 1月上旬を 1として 12月下旬の 36まで

の番号
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1）既存の関連データの編集

既存の関連データを呼び出して編集するための操作です。

①「関連データの設定」のメニュー画面（図 28）で、「既存データの編集」

をクリックします。

図 28　「関連データの作成」のメニュー画面

1

②「既存データの編集」の画面（図 29）が表示されます。

③「経営指標作成」時と同様に利用する XMLファイルを開きます。

④編集したい関連データの属性を選択（クリック）して、「既存データ

の呼出」をクリックします。

図 29　「既存データの編集」の画面

4

４．既存データの利活用

XMLファイルを開く方
法は P.15の「1）経営指
標の作成手順」を参照し
てください。
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⑤選択した関連データが記載された状態で入力シートが表示されま

す。なお、初期表示は「属性 /収入関連」のシートが表示されますの

で、適宜、編集したい項目のシートへ移動して下さい。

⑥適宜、データを編集した上で、保存をクリックして下さい。

⑦保存時に同名のファイルがあれば、上書き確認のメッセージボック

ス（図 30）が表示されます。この際、上書きしても良い場合は「はい」

をクリックして下さい。また、別のデータとして保存したい場合は

「いいえ」をクリックして下さい。

図 30　上書き保存確認のメッセージボックス

⑧「いいえ」をクリックした場合（別ファイルとして保存する場合）は、

新規データを保存する場合と同様にファイル名を新たに設定して保

存されます。

2）経営指標ファイルの利活用

（1） 既存の経営指標ファイルへ作成した経営指標データを追記する方法

既存の経営指標ファイルへ新たに作成した経営指標データを追記す

るための操作です。

①「経営指標の作成」画面（図 31）で、「追記ファイル」内の「…」をクリッ
クします。

図 31　「経営指標の作成」の画面（下部）

1

②既存の経営指標データファイルを選択するダイアログボックス（図
32）が表示されます。

③追記するファイル（*.bfm）を選択します。

12

13

他のシートへの移動方
法は、P.14の「4）各関
連データの入力シート
への移動」を参照して下
さい。

12

保存時の処理は P.11の
「3）入力データの保存」
を参照して下さい。
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④「ファイル選択」をクリックします。

図 32　bfmファイルを選択するダイアログボックス画面

4

⑤選択した「経営指標ファイル」のフルパス名が表示されます（図 33）。
⑥「経営指標の作成」をクリックします。

図 33　追記ファイル選択後の「経営指標の作成」の画面（下部）
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⑦既存の経営指標データの下の行に作成した経営指標が追加され状態
で経営指標の確認シートが表示されるので、作成された経営指標を
確認の上、「保存」をクリックします。

（2） 経営指標ファイルを簡便的に関連データファイルへ変換する方法

経営指標ファイル（*.bfm）に登録されているすべての経営指標を簡

便的に関連データファイル（*.xml）へ変換するための操作です。

①「経営指標の操作」のメニュー画面（図 34）から「関連データへ変換」
をクリックします。

図 34　「経営指標の操作」のメニュー画面

1

保存時の処理は P.18の
「2）作成した経営指標
の保存」を参照して下さ
い。

15

14ファイルへの追記処理
を中止する場合は、追
記ファイルパス名が記
載されているボックス
をダブルクリックする
か、記載の文字をすべ
て削除して下さい。
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②変換する BFMファイルを指定するダイアログボックス（図 35）が
表示されます。

③変換する BFMファイルを任意に選択した上で、「ファイル選択」を
クリックします。

図 35　ダイアログボックス

3

④保存先を指定するダイアログボックスが表示されるので、ファイル
名を任意に設定して保存してください。

16

保存時の処理は P.11の
「3）入力データの保存」
を参照して下さい。
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